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１ 議案第５３号 三重県病院事業条例の一部を改正する条例案 
 

県立志摩病院について、入院環境を改善するための施設改修等に伴い、一般病床

を２５０床から２３６床に変更するものです。 

 
（１）改正内容 

県立志摩病院では、伊勢志摩区域地域医療構想（最終案）において、一層の充

実が求められている回復期機能を有する「地域包括ケア病棟」（３病棟３０床、６

病棟５６床）を運用しています。 

このうち、６病棟について、食堂・談話室の設置や患者１人当たりの病室面積

を広げるなど、回復期の患者に適した入院環境を確保するため、次のとおり施設

改修を行います。 
 
① 病室２室のスペースを活用し、食堂・談話室を新設する（△８床）。 

② 洗面台を車椅子の患者が使用できる構造のものに変更する。 

③ ６人部屋を５人部屋（５室△５床）に、４人部屋を３人部屋（１室△１床） 

に変更することにより、それぞれ１人当たりの病室面積を広げる。 
 
これらの改修等のうち、上記①、③に伴って、６病棟の病床数が５６床から  

４２床に減少（△１４床）するため、病院全体の一般病床数を２５０床から   

２３６床に変更します。 
 
 

【病床数】 

 現在の許可病床数 
(条例上の病床数) 

 

Ｈ29.4.1 以降の 
許 可 病 床 数 
(条例上の病床数) 

 （参考） 
現在の稼働病床数 

１病棟（整形外科） ６０ ６０  ３８ 

２病棟（外科・眼科他） ５０ ５０  ３４ 

３病棟（地域包括ケア）  ３０ ３０  ３０ 

５病棟（内科・急性期） ５４ ５４  ４０ 

６病棟（地域包括ケア）  ５６ ４２ (△１４） ４２ 

小計 一般病床 ２５０ ２３６ （△１４） １８４ 

７病棟（精神・慢性期） ５０ ５０  ５０ 

８病棟（精神・急性期） ５０ ５０  ５０ 

小計 精神病床 １００ １００  １００ 

合計 ３５０ ３３６ (△１４） ２８４ 

  

（２）施行期日 平成２９年４月１日 
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１ 三重県病院事業 中期経営計画（最終案）について 

 

三重県病院事業中期経営計画については、平成 28年 12月 13日に開催された健康福祉病院

常任委員会において中間案を提出し、今回、最終案を提出するものです。 

最終案の策定にあたっては、一志病院の計画、数値目標及び計画期間（平成 29～32年度）

中の財務計画を追記しました。 

 
１ 県立病院改革の経緯 
 

県では、平成 22年３月に「県立病院改革に関する基本方針」を策定し、これに基づき、

次のとおり、改革等が進められています。 
 
〇 総合医療センター・・・・・平成 24年４月 地方独立行政法人へ移行 

〇 志摩病院・・・・・・・・・平成 24年４月 指定管理者制度の導入 

〇 こころの医療センター・・・地方公営企業法の全部適用の継続 

〇 一志病院・・・・・・・・・県立病院としては廃止し、ニーズに応えられる事業者への移譲 
 

              （改革の工程） 
              直ちに民間移譲することは困難であることから、当分の間、県

立県営 
 

なお、一志病院については、平成 27 年９月に設置された「三重県立一志病院のあり方

に関する検討会」での議論を経て、平成 28 年２月に策定された「三重県立一志病院のあ

り方について～三重県立一志病院のあり方に関する検討会を踏まえて～」の中で、同院に

求められる役割・機能が示され、現在、経営形態についての検討がなされているところで

す。 
 

２ 計画の策定趣旨・位置付け及び計画期間 
 

本計画は、県立病院改革や医療政策の動向を踏まえて、それぞれの県立病院が県民の皆

さんの求める医療を着実に推進するとともに、健全な病院経営を行っていけるよう、様々

な取組を計画的に実施していくために策定する中期的な計画であり、平成 25 年度(2013)

から平成 28 年度(2016)までの中期経営計画に次ぐ、新たな中期経営計画として策定する

ものです。 
 
また、本計画は、平成 27 年３月に総務省から、公立病院が安定した経営のもとで必要

な医療を継続的に提供していくために、平成 33 年（2021）３月までを計画期間として策

定を求められた「新公立病院改革プラン」としても位置付けることとしています。 
 
なお、「新公立病院改革プラン」の中では、「地域医療構想」を踏まえた役割を明確化す

ることが必要とされており、本計画はそういった視点も含めた内容としています。 
 
これらのことから、本計画は、平成 29年（2017）４月から平成 33年（2021）３月まで

の４年間を計画期間として推進します。 

ただし、一志病院については、今後の経営形態についての検討がなされていることから、

平成 29年（2017）４月１日から平成 30年（2018）３月 31日までの単年度計画とします。 
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２ 平成 28年度 包括外部監査結果に対する対応方針について 

 
 平成２８年度包括外部監査結果に対する病院事業庁の対応方針については、次のとおり

です。 
 
１ 監査テーマ 

  公の施設の管理運営及び指定管理者制度の事務の執行について 
 
２ 監査対象 

  公の施設の管理運営：県立こころの医療センター、県立一志病院 
指定管理者制度の事務の執行：県立志摩病院 

 
３ 監査結果及び対応方針 

  対象となった３病院について、１１件の指摘及び意見がありました。 
 

 ※「指摘」･･･法令や規則等に従い適切に処理されていないもの、または著しく適切さを欠くと判断さ
れたもの 

「意見」･･･指摘には該当しないが、改善が望ましいもの 
 

（１）病院別の指摘及び意見の件数 

 指摘 意見 計 

こころの医療センター １ １ ２ 

一志病院 ２ ２ ４ 

志摩病院 １ ４ ５ 

 計 ４ ７ １１ 
 
（２）指摘の内容及び対応方針 
 

指摘の内容 対応方針 

①備品管理について（こころの医療センター） 

・パソコン３台の所在が不明である。 
・固定資産一覧表への登録について、厨房機器

一式と登録されているため、個々の機器の照

合が困難である。 
・ピアノ等に管理シールが貼付されていない。 

 
・こころの医療センターのパソコン３台は現物

を確認し、使用不可のため除却処分を行いま

した。 
・今後、備品管理については、会計規程等に基

づき、適切に行っていきます。 
 ②固定資産の実物管理について（一志病院） 

・固定資産一覧表への登録について、資産一式

という形で登録されているものが複数あり、

該当資産が不明である。 
・同一覧表に、使用されていない不要資産等が

存在するので、適時適切な資産整理を検討さ

れたい。 
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指摘の内容 対応方針 

③医事会計システムのパスワード設定につい

て（一志病院） 

・定期的なパスワード変更が行われていないた

め、セキュリティの観点からパスワード変更

のルールを構築する必要がある。 

 
 
・今後は、定期的（３ヶ月に１回）なパスワー

ド変更を徹底していきます。 

④支出決裁における経済性の判断について 

（志摩病院） 

・指定管理者による病院の施設管理に係る契約

の決裁伺書の中に、契約方法や業者の選定理

由等が記載されていないため、十分な経済性

を追究したかどうかも含め、決裁文書に明示

しておく必要がある。 

  
 
・指定管理者による志摩病院の施設管理に係る

契約等の締結にあたっては、競争性や質的水

準の確保に努められているところですが、今

後、経済性・効率性の観点からの検討を一層

強化し、その経緯及び理由等について決裁文

書に明示するよう要請しました。 
 

（３）意見の内容及び対応方針 

意見の内容 対応方針 

①投資計画とライフサイクルコストについて

（一志病院） 

・県立病院改革に関する基本方針が示されて 

いるが、現時点では移譲先が未決定であるこ

とから、計画的な投資が行われていない。施

設・設備を安全・円滑に運用していくため、

ライフサイクルコストを勘案し、全体適性を

追究していくよう検討することが望ましい。 

 
 
・施設・設備の老朽化に伴う改修・更新等につ

いて、今後も中長期的な視点を持ちながら、

現在作成中の平成 29年度から 10 年間の長期

保全計画に基づき、適切に対応していきます。 

②修繕、設備投資の負担について（志摩病院）   

・施設、設備の大型修繕等（改良・改修を含む。） 
において、県と指定管理者の負担関係は修繕

等計画書に記載されているが、修繕等の実績

や負担実績等が記載されていない。指定管理

者と県との協議による負担関係の決定事項に

ついては、協議毎の判断のばらつきを避ける

ため、修繕実績と協議後の負担結果の評価を

行うべきと考えられる。 

  
・平成 29年度から 10年間の志摩病院の施設・

設備に係る長期保全計画を指定管理者と協議

しながら策定しており、当該計画において、

工事毎に負担関係を明確にするとともに、そ

の実績を評価していきます。 

③業務委託契約について（こころの医療センタ

ー） 

・医療機器の保守点検業務の委託１件の予定価

格の積算について、従来から同一額のままで

あるが、緊急修理の頻度が少ない実情を積算

に反映させる余地がある。 

 
 
・今後は、当該機器の過去の緊急修理の実績等

を踏まえた保守点検費用の積算に基づき、予

定価格を設定することとしています。 
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意見の内容 対応方針 

④薬品納入業者の選定について（一志病院） 

・薬品の購入について、納入実績のある６業者

からの見積もりにより納入業者を決定して

いるが、見積もりを依頼する業者を入れ替え

る検討等を行っていなかった。 
・自院への納入実績があることを見積もりを依

頼する業者の選定要件としているが、他病院

等への納入実績で足りると考える。 

 
・薬品の購入に係る見積合わせを実施する際の

業者の選定基準について見直しを行うととも

に、基準に合致する業者が他にないかの確認

を定期的に行うことで、公平かつ適正な選定

となるよう努めます。 

⑤業務委託契約における評価、契約期間につい

て（志摩病院） 

・指定管理者が締結している主な業務委託契約

について、19 契約のうち 12 契約が単年度契

約となっているが、複数年契約とすることで

発注金額の規模が大きくなり、業者にとって

入札に参加する魅力が増す可能性があるこ

とから、今後も契約方法等について、継続的

に評価を行い工夫していくことが望ましい。 

 
 

・志摩病院は、地域性や医療現場という特殊性

から複数業者による入札などの競争原理が働

きにくい状況にありますが、各業務委託の契

約に当たって、競争入札が可能となる工夫等

ができないかを再検討するなど、今後の改善

について指定管理者に要請をしていきます。 

⑥貸倒引当金の算定について（志摩病院） 

・指定管理者の平成 27 年度決算において、当 

該年度の医療費（患者負担分）に係る未収金

が貸倒引当金に設定されていない。個別に回

収可能性を判断することが難しい場合は、過

去の貸倒実績率等により算定して計上するこ

とが望ましい。 

  
・当該年度の貸倒引当金について、個別に回収

の可能性を判断することが難しい場合は、過

去の実績等により算定、計上するよう指定管

理者に要請を行っていきます。 

⑦本部からの借入金について（志摩病院） 

・県は指定管理者に対して、運転資金として短

期貸付金を貸付けているが、指定管理者は、

運転資金をさらに確保するため、指定管理者

の本部組織を通じて銀行からの借入を行っ

ている。当該借入に係る利息は、経営基盤強

化交付金を交付している現段階において、最

終的には三重県の負担となることから、三重

県からのさらなる支援の実施を検討するこ

とが望ましい。 

 
・現在の志摩病院は、経営状況が改善してきて

いるものの、運転資金を確保できる黒字経営

となっていないことから、平成 29年度は短期

貸付金を増額することとしています。 

 

 
 
 




